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〔
研
究
ノ
ー
ト
〕

「
水
に
対
す
る
権
利
」
を
め
ぐ
っ
て
〜
社
会
権
規
約
委
員
会
一
般
的
意
見
第
一
五

（
水
へ
の
権
利
）
と
水
の
確
保
に
関
す
る
国
際
的
な
潮
流

三
　
　
輪
　
　
敦
　
　
子

一

は
じ
め
に
〜
水
を
め
ぐ
る
議
論
の
現
状

二
一
世
紀
を
迎
え
、
水
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
議
論
が
、
以
前
に
増
し
て
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、
京
都
、
大
阪
、
滋
賀
を
会
場
に
、
第
三
回
世

界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
お
こ
な
わ
れ
、
水
が
国
際
的
な
関
心
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
日
本
で
も
少
し
ず
つ
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
と
は
い
え
、
日
本
に

生
命
体
に
と
っ
て
不
可
欠
な
資
源
で
あ
る
水
の
確
保
が
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
重
要
な
国
際
的
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
、
過
去
一
〇
年
ほ
ど
の
間
に
、

水
の
問
題
に
関
す
る
国
際
的
な
議
論
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
が
い
く
つ
か
設
置
さ
れ
て
き
た
。

水
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
議
論
に
は
、
水
の
確
保
を
人
権
と
捉
え
、
権
利
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら
水
の
問
題
に
取
り
組
む
べ
き
と
す
る
立
場
と
、
水
事
業
を
民
間
セ
ク
タ
ー

に
委
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
効
率
的
で
効
果
的
な
水
供
給
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
二
つ
の
異
な
る
立
場
が
存
在
す
る
。
世
界
的
な
自
由
化
の
流
れ
の
な
か
で
、
民
営
化
を
推
進
す

る
立
場
が
実
質
的
な
力
を
持
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
が
、
二
一
世
紀
に
入
り
、
民
営
化
の
弊
害
が
様
々
な
場
所
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
水
の
確
保
と
い
う

課
題
に
対
す
る
権
利
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
、
社
会
権
規
約
委
員
会
一
般
的
意
見
第
一
五
（
水
へ
の
権
利
）
が
国
際
的
に
尊
重

さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

ノ
ー
ト
概
要



住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
、
水
は
、
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
、
い
つ
で
も
簡
単
に
手
に
入
る
資
源
で
あ
り
、
大
地
震
の
よ
う
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
水
道
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と

い
っ
た
事
態
に
遭
遇
し
な
い
限
り
、
そ
の
重
要
性
に
気
づ
く
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
。
ま
た
、
島
国
で
あ
る
た
め
に
、
河
川
に
よ
っ
て
国
境
が
分
か
た
れ
る
こ
と
も

な
く
、
水
の
確
保
と
管
理
が
国
際
紛
争
の
火
種
に
な
る
と
い
う
認
識
も
持
ち
に
く
い
の
が
現
実
だ
ろ
う
。

水
を
め
ぐ
っ
て
は
、
現
在
、
国
際
的
な
議
論
の
場
で
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
対
立
す
る
考
え
が
存
在
し
て
い
る
。
一
方
は
、
水
の
確
保
を
基
本
的
な
人
権
と
考
え

て
、
人
権
の
実
現
と
い
う
観
点
か
ら
水
供
給
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
を
捉
え
る
立
場
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
、
水
供
給
サ
ー
ビ
ス
を
「
無
駄
の
多
い
」
公
的
機
関
で
は
な
く
民

間
セ
ク
タ
ー
に
ゆ
だ
ね
、
効
率
的
に
運
営
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
が
実
現
で
き
る
と
考
え
、
水
の
民
営
化
を
強
力
に
推
進
し
よ
う
と
す
る
立
場
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
考
え
は
、
民
営
化
に
よ
り
、
想
定
さ
れ
て
い
る
効
率
的
で
無
駄
の
な
い
水
供
給
サ
ー
ビ
ス
が
す
べ
て
の
人
々
に
普
及
し
、
よ
っ
て
基
本
的
人
権
の
ひ
と
つ
と

し
て
水
の
確
保
が
実
現
で
き
る
な
ら
ば
、
な
ん
ら
対
立
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、
水
供
給
サ
ー
ビ
ス
を
民
営
化
に
よ

り
推
進
し
よ
う
と
す
る
立
場
の
人
た
ち
は
、
水
の
権
利
性
に
は
目
を
向
け
た
が
ら
な
い
傾
向
が
顕
著
で
、
権
利
と
い
う
言
葉
で
は
な
く
、
ニ
ー
ズ
（
必
需
品
）
と
い
う
言

葉
を
用
い
て
水
と
生
命
体
と
の
関
係
を
語
ろ
う
と
し
て
き
た
。

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
代
表
さ
れ
る
、
水
に
関
連
す
る
国
際
的
な
議
論
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
場
に
お
い
て
も
、
こ
の
二
つ
の
異
な
る
考
え
方
は
、
交
わ
る
こ
と
な
く
、

そ
し
て
、
ど
ち
ら
か
の
立
場
の
優
位
性
や
重
要
性
が
正
面
切
っ
て
討
論
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
存
在
し
て
き
た
。
だ
が
、
正
面
切
っ
て
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
な
く
今
に
至
っ

て
い
る
と
い
う
状
態
は
、
水
を
す
べ
て
の
人
々
に
保
障
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
望
ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
現
実
に
、
こ
こ
一
〇
年
近
く
の
間
に
世
界
の
様
々
な
場
所

で
起
こ
っ
て
い
る
の
は
、
水
を
「
ニ
ー
ズ
」
と
認
識
し
、
そ
し
て
、
構
造
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
世
銀
や
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
に
よ
る
貸
し
付
け
の

際
の
条
件
と
し
て
水
の
民
営
化
が
加
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事
態
で
あ
り
、
民
営
化
の
拡
が
り
が
顕
著
で
あ
る
。
そ
し
て
、
民
営
化
の
主
体
と
な
る
こ
と
を
見
込
ん
で
、

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
の
場
に
お
け
る
水
関
連
の
巨
大
企
業
の
活
動
も
非
常
に
活
発
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
一
世
紀
に
入
り
、
民
営
化
の
問
題
や
弊
害
が
次
々
に
指
摘
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り

（
１
）

、
そ
の
こ
と
か
ら
も
、
水
の
権
利
性
の
確
認
と
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
は
、
以
前
に
も
増
し
て
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
問
題
意
識
か
ら
、
こ
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
水
と
い
う
、
生
命
体
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
資
源
が
、
国
際
的
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
人
権
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
、
社
会
権
規
約
委
員
会
の
一
般
的
意
見
第
一
五
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
提
示
し
た
い
。
ま
ず
、
導
入
と
し
て
、
次
章
で
、
水
の
確
保
を
め
ぐ
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る
国
際
的
な
議
論
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
諸
ア
ク
タ
ー
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
、
続
い
て
、
社
会
権
規
約
委
員
会
一
般
的
意
見
第
一
五
を
抄
訳
の
形
で

紹
介
す
る
。
最
後
に
、
水
を
め
ぐ
る
最
も
重
要
な
国
際
的
な
議
論
の
場
の
一
つ
で
あ
る
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
際
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
の
議
論
の
集
大
成
と
し
て
採
択
さ

れ
る
閣
僚
宣
言
に
お
い
て
、
水
と
生
命
体
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
き
た
か
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
の
権
利
性
の
現
状
を
提
示
す
る
こ
と
と

す
る
。

二

水
を
め
ぐ
る
諸
ア
ク
タ
ー

安
全
な
水
の
確
保
は
、
衛
生
状
態
の
改
善
と
あ
わ
せ
、
人
間
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
（B

asic
H

u
m

an
N

eeds

）
の
充
足
と
の
関
連
で
、
国
際
協
力
の
重
要
な
一
分
野
を
構

成
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
ユ
ニ
セ
フ
（
国
連
児
童
基
金
）
は
、
子
ど
も
の
健
康
を
改
善
す
る
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
、
水
設
備
や
ト
イ
レ
の
建
設
と
衛
生
教

育
の
提
供
を
組
み
合
わ
せ
た
支
援
を
お
こ
な
っ
て
き
て
い
る
し

（
２
）

、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
、
健
康
の
確
保
と
の
関
連
で
、
水
へ
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る

（
３
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
協
力
に
お
い
て
、
特
に
ド
ナ
ー
側
が
、
支
援
の
際
の
枠
組
み
や
概
念
と
し
て
「
権
利
」
に
つ
い
て
語
る
こ
と
は
、
一
九
九
〇
年
代
以
前
は
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
う
し
た
安
全
な
水
の
確
保
や
衛
生
状
態
の
改
善
も
、
ニ
ー
ズ
の
充
足
の
一
環
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
権
利
の
実
現
と
の
関
連
で
理
解
さ
れ
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
入
り
、
水
は
、
新
た
な
国
際
的
関
心
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
第
一
義
的
に
は
、
人
口
圧
力
、
干
ば
つ
や
洪
水
の
頻
発
、
あ
る
い
は
産
業
用
水

の
需
要
増
加
等
に
よ
る
水
資
源
確
保
の
深
刻
化
と
い
う
環
境
問
題
の
一
環
と
し
て
の
関
心
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
一
九
九
二
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
リ
オ
デ
ジ

ャ
ネ
イ
ロ
で
お
こ
な
わ
れ
た
国
連
環
境
開
発
会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
）
で
採
択
さ
れ
た
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
―
持
続
可
能
な
発
展
の
た
め
の
行
動
計
画
」
で
は
、
第
Ⅱ
部

「
発
展
の
た
め
の
資
源
の
保
存
と
管
理
」
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
18
と
し
て
、「
淡
水
資
源
の
質
お
よ
び
供
給
の
保
護
―
水
資
源
の
開
発
、
管
理
お
よ
び
利
用
へ
の
統
合
的
ア
プ
ロ

ー
チ
の
適
用
」
が
盛
り
込
ま
れ
た

（
４
）

。
同
じ
年
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ダ
ブ
リ
ン
で
「
水
と
環
境
に
関
す
る
国
際
会
議
」
も
開
催
さ
れ
、
淡
水
資
源
の
確
保
に
世
界
レ

ベ
ル
で
取
り
組
む
こ
と
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
会
議
に
お
い
て
、
よ
り
包
括
的
な
水
管
理
の
必
要
性
が
国
際
的
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
う

け
、
水
に
関
連
し
た
国
際
的
な
議
論
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
場
と
し
て
、
一
九
九
六
年
に
「
世
界
水
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」（G

lobal
W

ater
P

artn
ersh

ip:
G

W
P

）
（
５
）
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と
「
世
界
水
会
議
」（W

orld
W

ater
C

ou
n

cil:
W

W
C

）
（
６
）

、
一
九
九
八
年
に
は
「
21
世
紀
に
向
け
た
世
界
水
委
員
会
」（W

orld
C

om
m

ission
on

W
ater

for
21st

C
en

tu
ry:

W
C

W

）
（
７
）

が
設
立
さ
れ
た
。
特
に
、
世
界
水
会
議
は
、
こ
れ
ま
で
、
四
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
た
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
８
）

を
主
催
し
、
水
を
め
ぐ
る
国
際

的
な
世
論
形
成
と
支
援
方
法
の
枠
組
み
づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ま
た
、
世
界
水
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
、
水
の
供
給
や
水
資
源
管
理
に
関
し
、
世
界

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
打
ち
出
さ
れ
た
方
向
性
を
具
体
的
に
各
国
で
推
進
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
機
能
し
て
き
て
い
る
。
世
界
水
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
は
、
カ
ナ

ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
日
本
等
が
財
政
的
支
援
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
水
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
政
府
、
国
際
機
関
、
研
究
機
関
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
水
サ
ー
ビ
ス
関

連
の
巨
大
企
業
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
で
あ
る

（
９
）

。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
反
映
し
て
、
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
議
論
も
、
環
境
の
保
全
や
持
続
的
な

水
資
源
開
発
や
流
域
管
理
の
問
題
と
並
び
、
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（P

u
blic

P
rivate

P
artn

ersh
ip:

P
P

P

）
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
実
施
さ
れ
る
、
民
営
化

に
よ
る
水
供
給
設
備
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
推
進
に
か
な
り
の
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
世
界
水
会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
最
初
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、「
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
の
水
へ
の
資
金
調
達
」（F

in
an

cin
g

W
ater

for
A

ll

）
で
あ
り
、
そ
の
次
が
「
水
へ
の
権
利
」（R

igh
t

to
W

ater

）
と
な
っ

て
い
る

（
10
）

。「
す
べ
て
の
人
々
の
た
め
の
水
へ
の
資
金
調
達
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
質
的
に
推
進
し
て
い
る
の
は
民
間
企
業
の
参
加
に
よ
る
水
の
民
営
化
で
あ
る
が
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
「
水
へ
の
権
利
」
の
実
現
を
促
進
す
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、「
は
じ
め
に
」
で
も
述
べ
た
よ
う
に
注
意
深
い
検
証
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
民

営
化
に
よ
る
水
供
給
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
が
、「
水
へ
の
権
利
」
の
実
現
と
は
相
容
れ
な
い
と
い
う
事
例
が
相
次
い
だ
場
合
、
そ
の
際
に
、
各
国
政
府
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
そ
し
て
何

よ
り
一
一
億
人
と
言
わ
れ
る
安
全
な
水
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
が
、
水
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策
を
見
い
だ
せ
る
可
能
性
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し

た
観
点
か
ら
も
、
水
の
権
利
性
を
確
認
し
た
社
会
権
規
約
委
員
会
一
般
的
意
見
第
一
五
（
水
へ
の
権
利
）
の
重
要
性
は
大
き
い
。

三

社
会
権
規
約
委
員
会
一
般
的
意
見
第
一
五

国
連
は
、
人
権
に
関
す
る
包
括
的
か
つ
基
本
的
な
文
書
と
し
て
、
一
九
四
八
年
に
世
界
人
権
宣
言
を
採
択
し
た
後
、
拘
束
力
を
持
つ
人
権
条
約
と
し
て
、
一
九
六
六
年

に
、
自
由
権
規
約
と
社
会
権
規
約
の
二
規
約
を
採
択
し
た
。
市
民
的
・
政
治
的
権
利
を
規
定
し
た
自
由
権
規
約
が
、「
即
時
の
実
現
」（im

m
ediate

realization

）
を
約
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束
し
て
い
る
の
に
対
し
、
経
済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
権
利
を
規
定
し
た
社
会
権
規
約
は
「
漸
進
的
実
現
」（progressive

realization

）
を
約
束
す
る
性
格
の
も
の
と

な
っ
て
い
る

（
11
）

。
社
会
権
規
約
は
、
当
初
、
経
済
社
会
理
事
会
が
、
締
約
国
か
ら
の
政
府
報
告
の
審
査
等
、
実
施
の
監
視
に
あ
た
っ
て
い
た
が

（
12
）

、
一
九
八
七
年
に
、
個
人
の

資
格
で
参
加
す
る
一
八
名
の
委
員
か
ら
成
る
社
会
権
規
約
委
員
会
（
正
式
に
は
経
済
・
社
会
・
文
化
権
委
員
会
）
が
設
立
さ
れ
、
社
会
権
規
約
の
実
施
の
監
視
に
あ
た
る

こ
と
に
な
っ
た

（
13
）

。
そ
の
主
な
活
動
は
、
締
約
国
が
提
出
す
る
政
府
報
告
の
審
査
お
よ
び
総
括
所
見
の
採
択
と
、
一
般
的
意
見
の
採
択
で
あ
る

（
14
）

。

一
般
的
意
見
は
、
規
約
の
諸
規
定
の
内
容
を
よ
り
具
体
的
に
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
社
会
権
規
約
委
員
会
は
、
一
九
八
九
年
の
一
般
的
意
見
第
一
（
締
約
国
の
定

期
報
告
）
か
ら
二
〇
〇
五
年
の
一
般
的
意
見
第
一
八
（
労
働
の
権
利
）
ま
で
、
こ
れ
ま
で
に
一
八
の
一
般
的
意
見
を
採
択
し
て
き
て
い
る

（
15
）

。
水
へ
の
権
利
に
つ
い
て
の
一

般
的
意
見
第
一
五
（E

/C
.12/2002/11

）
は
、
社
会
権
規
約
委
員
会
の
第
二
九
会
期
で
の
議
論
を
経
て
、
二
〇
〇
三
年
一
月
二
〇
日
に
採
択
さ
れ
た
。
日
本
で
、
第
三
回
世

界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
る
二
ヶ
月
前
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
採
択
で
あ
っ
た
。

一
般
的
意
見
第
一
五
は
、
水
へ
の
権
利
に
関
す
る
実
質
的
課
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
権
規
約
第
一
一
条
（
相
当
な
生
活
水
準
に
つ
い
て
の
権
利
）
お
よ
び

一
二
条
（
身
体
お
よ
び
精
神
の
健
康
を
享
受
す
る
権
利
）
に
関
連
し
た
意
見
で
あ
る
。
60
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
か
ら
成
る
一
般
的
意
見
第
一
五
は
、
以
下
の
よ
う
に
構
成
さ
れ

て
い
る
。

Ⅰ

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
１
〜
９
）

水
へ
の
権
利
の
法
的
根
拠
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
２
〜
６
）

水
と
規
約
上
の
権
利
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
７
〜
10
）

Ⅱ

水
へ
の
権
利
の
規
範
的
内
容
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
10
〜
16
）

幅
広
く
適
用
さ
れ
る
べ
き
特
別
な
課
題
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
13
〜
16
）

Ⅲ

締
約
国
の
義
務
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
17
〜
38
）

一
般
的
な
法
的
義
務
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
17
〜
19
）

具
体
的
な
法
的
義
務
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
20
〜
29
）
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国
際
的
な
義
務
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
30
〜
36
）

核
と
な
る
義
務
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
37
〜
38
）

Ⅳ

違
反
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
39
〜
44
）

Ⅴ

国
内
レ
ベ
ル
で
の
履
行
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
45
〜
59
）

立
法
・
戦
略
・
政
策
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
46
〜
52
）

指
標
と
基
準
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
53
〜
54
）

救
済
と
説
明
責
任
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
55
〜
59
）

Ⅵ

国
家
以
外
の
ア
ク
タ
ー
の
義
務
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
60
）

第
１
章
　
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
１
〜
９
）

一
般
的
意
見
第
一
五
は
、
ま
ず
、
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
１
で
次
の
よ
う
に
述
べ
、
水
が
公
共
財
で
あ
る
こ
と
、
人
間
と
し
て
尊
厳
あ
る
生
活
を
送
る

た
め
に
、
水
へ
の
権
利
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
他
の
様
々
な
権
利
の
実
現
に
と
っ
て
、
水
へ
の
権
利
が
必
須
条
件
に
な
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

（
パ
ラ
グ
ラ
フ
１
）
水
は
、
限
ら
れ
た
天
然
資
源
で
あ
り
、
生
命
と
健
康
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
公
共
財
（pu

blic
good

）
で
あ
る
。
水
へ
の
人
権
は
、

人
間
と
し
て
尊
厳
を
持
っ
て
生
活
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
。
水
へ
の
人
権
は
、
他
の
人
権
を
実
現
す
る
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る
。
委
員
会
は
、
途
上
国
、
先

進
国
の
双
方
で
、
水
へ
の
権
利
が
否
定
さ
れ
て
い
る
状
況
に
繰
り
返
し
遭
遇
し
て
き
た
。
十
億
人
を
超
え
る
人
々
が
、
基
本
的
な
水
の
供
給
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、

さ
ら
に
数
十
億
人
の
人
々
が
、
適
切
な
衛
生
環
境
の
も
と
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
水
の
汚
染
と
水
に
関
連
す
る
疾
病
が
発
生
す
る
主

要
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
進
行
中
の
水
の
汚
染
、
枯
渇
、
不
平
等
な
分
配
は
、
貧
困
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
て
い
る
。
締
約
国
は
、
こ
の
一
般
的
意
見
で
示
さ
れ
て

い
る
水
へ
の
権
利
を
差
別
な
く
実
現
す
る
た
め
に
、
効
果
的
な
方
法
を
と
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
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続
く
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
２
か
ら
６
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
水
へ
の
権
利
の
法
的
根
拠
で
は
、
以
下
の
と
お
り
、
社
会
権
規
約
の
第
一
一
条
一
項
が
規
定
す
る
相
当
な
生
活
水

準
を
保
障
す
る
権
利
に
水
へ
の
権
利
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
パ
ラ
グ
ラ
フ
３
）
社
会
権
規
約
第
一
一
条
一
項
は
、「
相
当
な
食
糧
、
衣
類
お
よ
び
住
居
を
含
む
」
相
当
な
生
活
水
準
に
つ
い
て
の
権
利
の
実
現
を
は
か
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
、
い
く
つ
も
の
権
利
を
列
挙
し
て
い
る
。「
含
む
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
権
利
の
リ
ス
ト
が
網
羅
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意

図
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
水
へ
の
権
利
は
、
特
に
そ
れ
が
生
存
の
た
め
の
最
も
基
本
的
な
条
件
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
ら
か
に
、

相
当
な
生
活
水
準
の
確
保
に
必
要
不
可
欠
な
保
障
の
範
疇
に
入
る
。
さ
ら
に
、
社
会
権
規
約
委
員
会
は
、
水
が
、
社
会
権
規
約
第
一
一
条
一
項
が
定
め
る
人
権
で
あ

る
こ
と
を
既
に
確
認
し
て
い
る
（
一
九
九
五
年
採
択
の
一
般
的
意
見
第
六
（
老
人
の
経
済
的
、
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
権
利
）
を
参
照
）。
水
へ
の
権
利
は
、
ま
た
、

到
達
可
能
な
最
高
水
準
の
身
体
の
健
康
を
享
受
す
る
権
利
（
社
会
権
規
約
第
一
二
条
一
項
）
と
も
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
相
当
な
住
居
と
食
糧
へ
の
権
利
（
社
会

権
規
約
第
一
一
条
一
項
）
と
も
関
連
す
る
。
水
へ
の
権
利
は
、
国
際
人
権
章
典
（In

tern
ation

al
B

ill
of

H
u

m
an

R
igh

ts

）
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
他
の
諸
権
利
、

と
り
わ
け
生
命
と
人
間
の
尊
厳
へ
の
権
利
と
の
関
連
で
認
識
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、「
特
に
…
水
の
供
給
と
の
関
連
で
、
適
当
な
生
活
条
件
を
享
受
す
る
権
利
」
を
規
定
し
た
女
性
差
別
撤
廃
条
約
の
第
一
四
条
二
項
、
締
約
国
に
「
十
分
に
栄
養

の
あ
る
食
物
お
よ
び
清
潔
な
飲
料
水
の
供
給
を
通
じ
て
、
疾
病
お
よ
び
栄
養
不
良
と
戦
う
こ
と
」
を
求
め
た
児
童
の
権
利
条
約
の
第
二
四
条
二
項
を
示
し
、
水
へ
の
権
利

が
、
条
約
、
宣
言
等
の
国
際
文
書
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
４
）。
そ
し
て
、
委
員
会
に
よ
る
政
府
報
告
審
査
に
お
い
て
も
、
水
へ
の
権

利
が
常
に
考
慮
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
５
）、
水
が
、
食
糧
生
産
お
よ
び
衛
生
的
な
環
境
を
保
つ
た
め
、
さ
ら
に
生
計
の
確
保
等
に
も
必
要
で

は
あ
る
も
の
の
、
水
の
配
分
に
際
し
て
は
、
個
人
、
家
庭
で
の
利
用
が
優
先
的
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
６
）。

パ
ラ
グ
ラ
フ
７
か
ら
９
で
は
、
水
と
規
約
が
定
め
る
権
利
と
の
関
連
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
社
会
権
規
約
委
員
会
の
一
般
的
意
見
第
一
二
（
相
当
な
食
糧
へ
の
権
利
）

で
示
さ
れ
て
い
る
相
当
な
食
糧
へ
の
権
利
、
さ
ら
に
規
約
第
一
条
二
項
の
「
人
民
は
、
そ
の
生
存
の
た
め
の
手
段
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
規
定
を
実
現
す
る

た
め
の
農
業
生
産
に
利
用
す
る
水
の
持
続
的
な
確
保
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
７
）、
規
約
第
一
二
条
二
項
(b)
が
規
定
す
る
健
康
へ
の
権
利
の
一
環
と
し
て
の
環
境
衛
生
の
改
善
を
実
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現
す
る
た
め
に
、
安
全
で
な
い
有
毒
物
質
を
含
ん
だ
水
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぐ
こ
と
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
８
）
を
求
め
て
い
る
。

第
Ⅱ
章
　
水
へ
の
権
利
の
規
範
的
内
容
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
10
〜
16
）

第
Ⅱ
章
の
水
へ
の
権
利
の
規
範
的
内
容
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
10
〜
16
）
で
は
、
ま
ず
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
10
に
お
い
て
、
水
へ
の
権
利
が
、
自
由
（freedom

s

）
と
権
原
あ
る
い

は
権
利
付
与
（en

titlem
en

ts

）
の
両
方
に
関
わ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
自
由
に
は
、
水
へ
の
権
利
の
実
現
に
必
要
な
水
供
給
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
、
意
図
的
な
干
渉
を

受
け
ず
に
得
る
権
利
が
含
ま
れ
る
。
一
方
、
権
原
に
は
、
水
へ
の
権
利
を
人
々
が
享
受
す
る
た
め
の
機
会
の
平
等
を
提
供
す
る
水
供
給
管
理
シ
ス
テ
ム
を
手
に
入
れ
る
権

利
が
含
ま
れ
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
11
か
ら
12
は
、
水
へ
の
権
利
の
諸
要
素
が
、
社
会
権
規
約
第
一
一
条
一
項
お
よ
び
一
二
条
に
沿
い
、
人
間
の
尊
厳
、
生
活
、
健
康
に
と
っ

て
適
切
（adequ

ate

）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
適
切
さ
が
、
量
や
技
術
的
な
観
点
か
ら
狭
義
に
解
釈
さ
れ
る
の
で
な
く
、
水
が
、「
社
会
的
、

文
化
的
財
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
経
済
財
と
し
て
第
一
義
的
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」（
パ
ラ
グ
ラ
フ
11
）
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
12
で
、

水
へ
の
権
利
に
必
要
と
な
る
水
の
適
切
さ
は
条
件
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
共
通
す
る
適
切
さ
の
要
素
と
し
て
、
(a)
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と

（A
vailability

）、
(b)
質
（Q

u
ality

）、
(c)
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
る
こ
と
（A

ccessibility

）
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。

「
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
」
は
、
各
人
が
、
個
人
そ
し
て
家
庭
用
に
充
分
で
継
続
的
な
水
の
供
給
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
水
の
量
に
つ
い
て
は
世
界
保
健

機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。「
質
」
に
つ
い
て
は
、
安
全
で
、
健
康
被
害
の
原
因
に
な
る
微
生
物
や
化
学
物
質
や
放
射
線
物
質

の
混
入
が
な
く
、
ま
た
、
色
、
匂
い
、
味
の
点
で
許
容
で
き
る
も
の
で
あ
る
べ
き
と
し
て
い
る
。「
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
あ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
は
、
締
約
国
の
管
轄
下
に

あ
る
す
べ
て
の
人
が
無
差
別
に
水
の
供
給
を
受
け
ら
れ
る
べ
き
と
し
て
お
り
、
(i)
物
理
的
な
ア
ク
セ
ス
（
全
て
の
人
が
安
全
に
、
家
庭
や
学
校
や
職
場
の
至
近
距
離
で
水

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
サ
ー
ビ
ス
が
、
充
分
な
質
を
有
し
、
文
化
的
に
適
切
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
必
要
性
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。）、

(ii)
経
済
的
な
ア
ク
セ
ス
（
す
べ
て
の
人
が
支
払
い
可
能
な
料
金
の
設
定
）、

(iii)
無
差
別
の
ア
ク
セ
ス
（
最
も
脆
弱
で
周
辺
化
さ
れ
た
人
々
を
含
む
す
べ
て
の
人
へ
の
水
供
給
）、

(iv)
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
（
水
に
関
す
る
情
報
を
請
求
し
、
入
手
し
、
伝
え
る
権
利
）
と
い
う
四
つ
の
要
因
を
挙
げ
て
い
る
。

パ
ラ
グ
ラ
フ
13
か
ら
16
は
、「
幅
広
く
適
用
さ
れ
る
べ
き
特
別
な
課
題
」
と
し
て
、
無
差
別
か
つ
平
等
な
水
へ
の
権
利
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
13
は
、
締
約

国
に
は
、
水
へ
の
権
利
を
差
別
な
く
（
規
約
第
二
条
二
項
）、
男
女
平
等
に
確
保
す
る
（
規
約
第
三
条
）
よ
う
保
障
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
さ
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ら
に
、
一
般
的
意
見
第
三
（
締
約
国
の
義
務
の
性
質
）
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
12
を
引
用
し
、
厳
し
い
資
源
の
制
約
が
あ
る
状
況
に
お
い
て
も
、
低
コ
ス
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
脆
弱
な
人
々
が
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
14
で
は
、
締
約
国
に
、
個
人
や
集
団
が
、
水
へ
の
権
利
を
実
現

す
る
た
め
に
必
要
な
手
段
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
結
び
つ
い
て
い
る
実
質
上
の
差
別
を
取
り
除
く
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
水
資
源
の
配
分
と
水
へ
の
投
資
が
、
社
会
の
す
べ

て
の
構
成
員
に
よ
る
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
促
進
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
不
適
切
な
資
源
配
分
が
顕
在
的
で
は
な
い
形
の
差
別
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
例
と
し
て
、
投
資
が
、
少
数
の
恵
ま
れ
た
人
々
に
し
か
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
高
料
金
の
水
供
給
サ
ー
ビ
ス
を
過
度
に
推
進
す
る
こ
と
に

な
る
べ
き
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
15
で
は
、
締
約
国
に
は
、
充
分
な
手
段
を
持
た
な
い
人
々
に
対
し
、
必
要
な
水
と
水
設
備
を
提
供
す
る
特

別
な
義
務
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
16
で
は
、
水
へ
の
権
利
を
全
て
の
人
に
保
障
す
る
に
あ
た
り
、
締
約
国
は
、
伝
統
的
に
権
利
の
実
現
に
困
難

を
抱
え
て
き
た
個
人
や
集
団
に
特
別
な
配
慮
を
払
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
具
体
的
に
以
下
の
八
項
目
を
挙
げ
て
、
取
り
組
み
を
促
し
て
い
る
。

(a)
水
資
源
に
関
す
る
意
思
決
定
へ
の
女
性
の
参
加
。
水
の
確
保
に
お
け
る
女
性
へ
の
過
度
の
負
担
の
軽
減
。

(b)
学
校
や
家
庭
に
お
け
る
水
の
不
足
や
水
く
み
の
負
担
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
人
権
享
受
が
妨
げ
ら
れ
な
い
こ
と
。

(c)
農
村
や
都
市
ス
ラ
ム
に
お
け
る
水
設
備
の
確
保
。
農
村
に
お
け
る
伝
統
的
な
水
源
が
不
法
侵
入
や
汚
染
に
さ
ら
さ
れ
な
い
こ
と
。

(d)
先
住
民
の
人
々
が
代
々
利
用
し
て
き
た
水
源
の
保
護
。

(e)
遊
牧
民
が
伝
統
的
に
利
用
し
て
き
た
水
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
。

(f)
難
民
、
保
護
申
請
者
、
国
内
避
難
民
、
帰
還
者
の
適
切
な
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
。

(g)
囚
人
、
勾
留
者
へ
の
充
分
で
安
全
な
水
の
提
供
。

(h)
老
人
、
障
害
者
、
自
然
災
害
の
被
害
者
、
災
害
多
発
地
域
の
居
住
者
、
乾
燥
・
半
乾
燥
地
帯
や
島
嶼
地
域
の
居
住
者
の
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
確
保
。

第
Ⅲ
章
　
締
約
国
の
義
務
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
17
〜
38
）

第
Ⅲ
章
で
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
17
か
ら
38
で
、
締
約
国
の
義
務
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
一
般
的
な
法
的
義
務
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
17
〜
19
）
と
し
て
、
社
会
権
規
約
に
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基
づ
く
締
約
国
の
義
務
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
社
会
権
規
約
が
漸
進
的
実
現
を
規
定
し
て
お
り
、
利
用
可
能
な
資
源
の
限
界
に
よ
る
制
約
を
受
け
る
こ
と
を
認

識
し
つ
つ
、
締
約
国
に
は
た
だ
ち
に
取
り
組
む
べ
き
様
々
な
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
記
す
る
と
同
時
に
、
締
約
国
に
は
、
い
か
な
る
種
類
の
差
別
な
く
（
規

約
第
二
条
二
項
）、
規
約
第
一
一
条
一
項
お
よ
び
第
一
二
条
の
完
全
な
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
義
務
（
規
約
第
二
条
一
項
）
が
あ
り
、
水
へ
の
権
利
に
関
連
す

る
即
時
的
な
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
17
）。
そ
し
て
、
水
へ
の
権
利
の
完
全
な
実
現
に
向
け
て
、
締
約
国
は
、
可
能
な
限
り
迅
速
か

つ
効
果
的
な
措
置
を
講
ず
る
義
務
を
有
す
る
と
述
べ
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
18
）、
水
へ
の
権
利
の
実
現
を
後
退
さ
せ
る
よ
う
な
措
置
を
と
る
こ
と
は
規
約
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と

し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
19
）。

具
体
的
な
法
的
義
務
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
20
〜
29
）
で
は
、
(a)
尊
重
義
務
（respect

）、
(b)
保
護
義
務
（protect

）、
(c)
履
行
義
務
（fu

lfill

）
の
三
点
に
分
け
て
、
締
約
国

の
義
務
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、「
尊
重
義
務
」
で
は
、
締
約
国
は
、
水
へ
の
権
利
の
享
受
を
直
接
、
間
接
に
妨
げ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
求
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

適
切
な
水
へ
の
平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
否
定
し
た
り
制
限
す
る
活
動
を
お
こ
な
う
こ
と
、
慣
習
的
・
伝
統
的
な
水
の
配
分
方
法
に
恣
意
的
に
介
入
す
る
こ
と
、
不
法
に
水
量

を
減
少
さ
せ
た
り
水
を
汚
染
す
る
こ
と
を
お
こ
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
締
約
国
に
求
め
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
21
）。
ま
た
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
22
で
は
、
武
力
紛
争
、
緊
急
事

態
、
自
然
災
害
時
に
お
い
て
は
、
水
へ
の
権
利
は
、
国
際
人
道
法
に
よ
っ
て
締
約
国
が
課
さ
れ
る
義
務
に
包
含
さ
れ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
保
護
義
務
」
は
、
締
約
国
に
、
第
三
者
が
水
へ
の
権
利
の
享
受
を
妨
げ
る
何
ら
か
の
行
為
を
と
ら
せ
な
い
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
者
に
は
、
個
人
、
集
団
、

企
業
等
の
団
体
お
よ
び
企
業
や
団
体
の
権
限
の
も
と
で
活
動
す
る
代
理
人
が
含
ま
れ
る
。
義
務
に
は
、
た
と
え
ば
、
第
三
者
に
よ
る
適
切
な
水
へ
の
平
等
な
ア
ク
セ
ス
を

阻
害
す
る
よ
う
な
行
動
を
止
め
る
た
め
の
効
果
的
な
立
法
お
よ
び
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
含
ま
れ
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
23
）。
そ
し
て
、
水
供
給
サ
ー
ビ
ス
（
水
道
管
の

設
置
、
水
運
搬
タ
ン
ク
、
河
川
や
井
戸
へ
の
ア
ク
セ
ス
等
）
が
第
三
者
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
、
締
約
国
は
、
充
分
な
量
の
安
全
で
許
容
で
き
る
水

へ
の
、
平
等
で
支
払
い
可
能
な
価
格
に
よ
る
物
理
的
な
ア
ク
セ
ス
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
確
保
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
し
、
そ
う
し
た
権
利
侵
害
を
防
ぐ
た

め
に
、
社
会
権
規
約
お
よ
び
一
般
的
意
見
第
一
五
に
沿
っ
て
、
独
立
監
査
、
真
の
市
民
参
加
、
違
反
の
際
の
罰
則
を
含
む
効
果
的
な
規
制
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
24
）。

「
履
行
義
務
」
は
、
さ
ら
に
、
促
進
（facilitate

）、
推
進
（prom

ote

）、
提
供
（provide
）
の
三
種
類
の
義
務
に
分
類
さ
れ
る
。
促
進
義
務
は
、
個
人
や
地
域
が
権

利
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
積
極
的
な
施
策
を
講
ず
る
こ
と
を
締
約
国
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
推
進
義
務
で
は
、
水
の
衛
生
的
利
用
、
水
源
の
保
護
、
水
の
浪
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費
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
方
法
に
関
す
る
適
切
な
教
育
の
提
供
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
方
策
を
講
ず
る
こ
と
を
締
約
国
に
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
締
約
国
に
は
、
個
人

や
集
団
が
、
そ
の
権
限
が
及
ぶ
範
囲
外
の
理
由
に
よ
り
、
利
用
で
き
る
手
段
で
は
権
利
の
実
現
を
は
か
る
こ
と
が
不
可
能
な
場
合
、
権
利
を
提
供
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
25
）。

パ
ラ
グ
ラ
フ
26
か
ら
29
で
は
、
義
務
を
履
行
す
る
た
め
に
締
約
国
が
と
る
べ
き
様
々
な
措
置
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
国
家
水
戦
略
の
策
定
や
立
法
措
置
を
通
じ
て
水
が

す
べ
て
の
人
に
入
手
可
能
に
な
る
こ
と
を
保
障
し
、
水
へ
の
権
利
の
完
全
な
実
現
に
向
け
て
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
26
）、
適
切
な
低
コ
ス
ト
技
術
の
利

用
、
無
料
あ
る
い
は
低
価
格
で
の
水
供
給
を
実
現
す
る
適
切
な
料
金
設
定
政
策
、
歳
入
補
助
等
の
措
置
を
通
じ
て
水
が
入
手
可
能
に
な
る
よ
う
保
障
す
る
こ
と
（
パ
ラ
グ

ラ
フ
27
）、
現
在
そ
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
充
分
で
安
全
な
水
が
手
に
は
い
る
よ
う
に
包
括
的
で
統
合
的
な
戦
略
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
案
す
る
こ
と
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
28
）
を

求
め
て
お
り
、
適
切
な
衛
生
へ
の
す
べ
て
の
人
の
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
こ
と
は
、
人
間
の
尊
厳
と
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
と
っ
て
必
須
条
件
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

飲
料
水
の
供
給
の
質
を
守
る
た
め
の
重
要
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
一
つ
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
29
）。
水
の
供
給
が
民
間
セ
ク
タ
ー
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
る
か

公
的
セ
ク
タ
ー
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
に
不
利
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
人
々
を
含
む
す
べ
て
の
人
が
入
手
可
能
な
よ
う
に
公
平
性
の
原

則
に
基
づ
い
た
価
格
設
定
が
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
お
り
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
27
）、
ま
た
、
将
来
に
わ
た
っ
て
水
を
確
保
す
る
た
め
の
戦
略
に
は
、
環
境
の
保
全

に
よ
る
方
策
と
な
ら
ん
で
、
持
続
不
可
能
な
水
の
採
取
、
水
路
変
更
お
よ
び
堰
き
止
め
に
よ
る
水
の
枯
渇
を
防
ぐ
こ
と
や
、
実
施
さ
れ
る
開
発
が
適
切
な
水
へ
の
ア
ク
セ

ス
を
妨
げ
な
い
よ
う
保
障
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
28
）。

続
く
パ
ラ
グ
ラ
フ
30
〜
36
で
は
、
締
約
国
が
有
す
る
国
際
的
な
義
務
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
30
で
、
規
約
第
二
条
一
項
、
一
一
条
一
項
、
二
三
条

に
よ
り
、
締
約
国
が
、
水
へ
の
権
利
の
完
全
な
実
現
に
向
け
た
国
際
協
力
の
重
要
性
を
認
識
す
べ
き
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
締
約
国
が
、
国
際
協
力
に
よ

り
、
他
国
に
よ
る
水
へ
の
権
利
の
享
受
を
直
接
的
、
間
接
的
に
妨
げ
る
よ
う
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
な
い
よ
う
求
め
、
さ
ら
に
、
締
約
国
の
管
轄
下
で
お
こ
な
わ
れ
る
活

動
に
よ
り
、
他
国
の
管
轄
下
に
あ
る
人
々
が
水
へ
の
権
利
の
実
現
を
阻
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
31
）。
続
い
て
、
水
の
供
給
を
妨
げ
る
禁
輸
措

置
を
と
る
こ
と
が
な
い
よ
う
締
約
国
に
求
め
、
水
が
、
政
治
的
、
経
済
的
圧
力
の
た
め
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
32
）。
そ
し

て
、
締
約
国
は
、
自
国
民
と
自
国
企
業
が
、
他
国
の
国
民
と
企
業
の
水
へ
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
第

三
者
に
対
し
権
利
を
尊
重
す
る
よ
う
法
的
政
治
的
措
置
を
講
ず
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
措
置
は
国
連
憲
章
や
適
用
可
能
な
国
際
法
に
従
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
と
し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
33
）。
利
用
可
能
な
資
源
が
あ
る
場
合
に
は
、
他
国
の
水
へ
の
権
利
の
実
現
の
た
め
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
災
害
救
援
や
他
の
緊
急

事
態
に
際
し
て
は
、
適
切
な
水
の
提
供
を
含
む
、
規
約
が
規
定
す
る
権
利
を
優
先
的
に
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
際
協
力
は
、
規
約
や
他
の
人
権
基

準
に
合
致
し
、
持
続
的
で
文
化
的
に
適
切
な
方
法
で
お
こ
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
経
済
的
に
発
展
し
た
国
家
は
、
経
済
的
に
貧
し
い
国
家
を
支
援
す
る
特
別
な
責

任
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
34
）。
さ
ら
に
、
締
約
国
は
、
国
際
協
定
に
お
い
て
水
へ
の
権
利
に
充
分
な
関
心
が
払
わ
れ
る
こ
と
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
、
そ
の
た
め
に
、
法
的
制
度
を
さ
ら
に
強
化
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
貿
易
自
由
化
に
関
す
る
協
定
が
、
水
へ
の
権
利
を
完
全
に
実
現
す
る
国
家

の
能
力
を
低
下
さ
せ
た
り
妨
げ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
35
）。
ま
た
、
国
際
機
関
の
メ
ン
バ
ー
国
と
し
て
の
行
動
が
水
へ
の
権
利
に
充
分
配
慮

し
た
も
の
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
な
か
で
も
、
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、
世
界
銀
行
や
他
の
地
域
開
発
銀
行
の
メ
ン
バ
ー
国
で
あ
る
締
約
国
は
、
水
へ
の
権
利
が

金
融
機
関
の
融
資
政
策
や
融
資
協
定
に
お
い
て
配
慮
さ
れ
る
よ
う
対
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
36
）。

パ
ラ
グ
ラ
フ
37
と
38
で
は
、
中
核
的
な
義
務
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
37
は
、
一
九
九
〇
年
に
採
択
さ
れ
た
一
般
的
意
見
第
三
（
締
約
国
の
義
務
の
性
質
）

に
お
い
て
、
規
約
が
規
定
す
る
各
権
利
に
つ
い
て
、
締
約
国
は
最
低
限
、
必
要
な
レ
ベ
ル
を
実
現
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、

水
へ
の
権
利
と
の
関
連
で
即
時
的
に
効
力
を
持
つ
べ
き
中
核
的
義
務
と
し
て
、
以
下
の
九
点
を
挙
げ
て
い
る
。

(a)
最
低
限
必
要
な
量
の
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
。

(b)
水
と
水
設
備
へ
の
、
差
別
の
な
い
、
と
り
わ
け
社
会
的
に
立
場
が
弱
い
周
辺
化
さ
れ
た
人
々
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
保
障
。

(c)
充
分
な
量
の
安
全
な
水
が
絶
え
間
な
く
供
給
さ
れ
る
水
設
備
と
サ
ー
ビ
ス
へ
の
物
理
的
な
ア
ク
セ
ス
の
保
障
。

(d)
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
得
る
際
の
個
人
の
安
全
の
保
障
。

(e)
水
設
備
と
サ
ー
ビ
ス
の
公
平
な
分
配
。

(f)
国
家
水
政
策
お
よ
び
行
動
計
画
を
策
定
し
、
参
加
型
で
透
明
性
の
高
い
方
法
に
よ
っ
て
定
期
的
に
見
直
す
こ
と
。
進
歩
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
指
標
や
基
準
を
作
成

す
る
こ
と
。

(g)
水
へ
の
権
利
の
実
現
の
度
合
い
の
監
視
。
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(h)
社
会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
周
辺
化
さ
れ
た
人
々
を
保
護
す
る
た
め
の
低
コ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
。

(i)
水
に
関
連
す
る
疾
病
へ
の
予
防
と
対
応
。
特
に
適
切
な
衛
生
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
保
障
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
九
点
の
中
核
的
義
務
を
発
展
途
上
国
が
履
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
締
約
国
に
は
国
際
協
力
を
提
供
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る

（
パ
ラ
グ
ラ
フ
38
）。

第
Ⅳ
章
　
違
反
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
39
〜
44
）

パ
ラ
グ
ラ
フ
39
か
ら
44
で
は
、
一
般
的
意
見
は
、
違
反
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
ず
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
40
で
、
一
般
的
お
よ
び
具
体
的
義
務
の
遵
守
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
締
約
国
は
、
水
へ
の
権
利
の
実
現
に
向
け
た
必
要
で
可
能
な
措
置
を
と
っ
て
い
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
し
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
37
で
示
さ
れ
て
い
る

中
核
的
義
務
に
関
し
て
は
、
一
時
停
止
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、
従
っ
て
、
締
約
国
は
、
そ
れ
ら
の
義
務
の
不
履
行
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
行
動
あ
る
い
は
不
作
為
が
、
水
へ
の
権
利
違
反
を
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
締
約
国
の
意
志
の
欠
如
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
能
力
の
欠
如
に
よ

る
も
の
な
の
か
を
区
別
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
利
用
可
能
な
資
源
を
最
大
限
活
用
し
て
水
へ
の
権
利
の
実
現
を
は
か
る
意
志
の
な
い
締
約
国
は
、

規
約
が
規
定
す
る
義
務
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
い
る
。
資
源
の
制
約
の
た
め
、
規
約
が
求
め
る
義
務
の
完
全
な
履
行
が
不
可
能
な
締
約
国
は
、
利
用
可
能

な
あ
ら
ゆ
る
資
源
を
用
い
て
義
務
の
実
現
に
向
け
た
努
力
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
義
務
を
有
す
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
41
）。
そ
し
て
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
42
で
作

為
に
よ
る
違
反
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
43
で
不
作
為
に
よ
る
違
反
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
作
為
に
よ
る
違
反
は
、
締
約
国
お
よ
び
締
約
国
に
よ
り
不
充
分
な
形
で
規
制
さ
れ
て

い
る
事
業
体
に
よ
る
活
動
に
よ
る
も
の
で
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
37
で
示
さ
れ
て
い
る
中
核
的
義
務
と
相
容
れ
な
い
、
権
利
の
実
現
を
妨
げ
る
措
置
を
と
る
こ
と
等
で
あ
り
（
パ

ラ
グ
ラ
フ
42
）、
不
作
為
に
よ
る
違
反
は
、
す
べ
て
の
人
に
対
す
る
水
へ
の
権
利
の
完
全
な
実
現
に
向
け
た
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
に
よ
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ

43
）。
そ
し
て
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
44
で
は
、
違
反
事
例
の
完
全
な
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
し
つ
つ
、
典
型
的
な
違
反
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
、
尊
重
義
務
、

保
護
義
務
、
履
行
義
務
の
三
義
務
そ
れ
ぞ
れ
に
関
係
す
る
違
反
例
を
挙
げ
て
い
る
。
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(a)
尊
重
義
務
違
反
は
、
水
へ
の
権
利
に
対
す
る
締
約
国
の
妨
害
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
水
供
給
サ
ー
ビ
ス
や
設
備
か
ら
の
恣
意
的
あ
る
い
は
正
当
化
で
き
な
い
排
除
、

水
料
金
の
差
別
的
あ
る
い
は
支
払
い
不
可
能
な
引
き
上
げ
、
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
水
資
源
の
汚
染
や
枯
渇
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

(b)
保
護
義
務
違
反
は
、
第
三
者
に
よ
る
水
へ
の
権
利
侵
害
か
ら
、
締
約
国
の
管
轄
下
に
あ
る
個
人
を
守
る
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
締
約
国
が

怠
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
水
の
汚
染
や
不
公
正
な
採
取
を
防
止
す
る
た
め
の
法
律
の
制
定
を
怠
る
こ
と
、
水
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
を
効
果
的
に
規
制
し
管
理

す
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
、
妨
害
・
損
害
・
破
壊
か
ら
水
分
配
シ
ス
テ
ム
を
保
護
す
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
等
が
含
ま
れ
る
。

(c)
履
行
義
務
違
反
は
、
締
約
国
が
水
へ
の
権
利
の
完
全
な
実
現
の
た
め
に
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
。
す
べ
て
の
人
に
水

へ
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
の
国
家
水
政
策
の
策
定
・
実
施
を
怠
る
こ
と
、
個
人
あ
る
い
は
集
団
、
な
か
で
も
弱
い
立
場
に
あ
り
周
辺
化
さ
れ
た
人
々
の
水
へ
の
権

利
の
阻
害
に
つ
な
が
る
公
的
資
金
の
不
十
分
な
支
出
あ
る
い
は
誤
っ
た
配
分
、
水
へ
の
権
利
の
履
行
状
況
の
国
家
レ
ベ
ル
で
の
監
視
を
怠
る
こ
と
、
水
設
備
と
サ
ー

ビ
ス
の
不
公
平
な
分
配
を
是
正
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
等
が
含
ま
れ
る
。

第
Ⅴ
章
　
国
内
レ
ベ
ル
で
の
履
行
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
45
〜
59
）

続
く
第
Ⅴ
章
で
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
45
か
ら
59
で
、
国
内
レ
ベ
ル
で
の
履
行
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
45
で
、
規
約
第
二
条
一
項
に
よ
り
、
締
約
国
は

立
法
措
置
を
含
む
す
べ
て
の
適
当
な
方
法
に
よ
り
規
約
の
義
務
を
履
行
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、
個
々
の
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
ど
の
措
置
が
最

も
適
切
か
の
判
断
に
関
し
て
締
約
国
に
は
裁
量
権
が
あ
る
も
の
の
、
締
約
国
に
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
す
べ
て
の
人
が
水
へ
の
権
利
を
享
受
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
た

め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
規
約
上
の
義
務
が
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

パ
ラ
グ
ラ
フ
46
〜
52
で
は
、
立
法
・
戦
略
・
政
策
に
よ
る
履
行
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
46
で
は
、
現
在
の
法
律
、
戦
略
、
政
策
が
、
水
へ

の
権
利
か
ら
派
生
す
る
義
務
と
整
合
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
直
し
、
整
合
性
が
な
い
場
合
に
は
改
正
す
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
続
く
パ
ラ
グ
ラ
フ
47
で
、
締
約

国
に
は
水
へ
の
権
利
を
実
現
す
る
た
め
の
国
家
戦
略
あ
る
い
は
行
動
計
画
を
策
定
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
家
水
戦
略
と
行
動
計
画
の
策
定
と
実
施

は
、
無
差
別
お
よ
び
人
々
の
参
加
の
原
則
を
尊
重
し
て
お
こ
な
う
べ
き
で
あ
る
と
し
、
個
人
や
集
団
が
、
自
分
た
ち
の
水
へ
の
権
利
行
使
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ

る
意
思
決
定
に
参
加
す
る
権
利
が
、
水
に
関
す
る
政
策
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
個
人
や
集
団
は
、
水
や
水
供
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給
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
公
的
機
関
や
第
三
者
が
持
つ
情
報
へ
の
、
充
分
で
平
等
な
ア
ク
セ
ス
を
保
障
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
48
）。
パ
ラ
グ
ラ
フ
49
は
、

良
い
統
治
が
あ
ら
ゆ
る
人
権
の
実
現
に
と
り
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、
国
家
水
戦
略
と
行
動
計
画
が
、
説
明
責
任
、
透
明
性
、
司
法
の
独
立
の
原
則
に
基
づ
く
べ
き
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
、
さ
ら
に
、
民
間
セ
ク
タ
ー
や
市
民
社
会
が
そ
の
活
動
に
あ
た
っ
て
、
水
へ
の
権
利
を
認
識
し
、
そ
の
重
要
性
を
考
慮
す
る
こ
と
を
保
障
す
る
よ
う
、

締
約
国
が
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
達
成
の
た
め
の
期
限
を
設
定
し
た
目
標
、
市
民
社
会
・
民
間
セ
ク
タ
ー
・
国
際
機
関
と
の
協
力
、
監

視
の
た
め
の
政
府
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
救
済
と
申
立
手
続
等
を
含
ん
だ
立
法
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
50
）。
さ
ら
に
、
中
央
省

庁
と
地
方
の
行
政
事
務
所
の
間
で
充
分
な
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
べ
き
と
し
、
水
へ
の
権
利
の
履
行
が
、
地
域
や
地
方
の
行
政
事
務
所
に
移
管
さ

れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
締
約
国
に
は
規
約
の
義
務
を
遵
守
す
る
責
任
が
あ
り
、
従
っ
て
、
締
約
国
は
、
地
方
の
当
局
が
水
供
給
サ
ー
ビ
ス
と
設
備
を
維
持
・
拡
大

す
る
た
め
の
充
分
な
資
源
を
確
保
で
き
る
よ
う
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
差
別
的
な
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
パ
ラ
グ
ラ
フ
51
）。

パ
ラ
グ
ラ
フ
53
か
ら
54
で
は
、
国
内
で
の
履
行
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
指
標
と
基
準
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
指
標
は
、
国
家
水
戦
略
と
行
動
計
画
に
明
記
さ

れ
る
べ
き
と
し
、
締
約
国
の
義
務
を
国
内
お
よ
び
国
際
的
に
監
視
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
量
が
充
分
で
あ
る
か
ど
う
か
、

安
全
性
お
よ
び
許
容
性
、
料
金
の
適
正
さ
、
物
理
的
ア
ク
セ
ス
等
、
適
切
な
水
に
関
連
す
る
異
な
る
要
素
を
評
価
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
差
別
な
く
管
轄
下

に
あ
る
す
べ
て
の
人
に
対
す
る
水
へ
の
権
利
が
実
現
で
き
て
い
る
か
を
確
認
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、
国
連
食
糧
農
業
機

関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
等
か
ら
、
適
切
な
指
標
に
関
す
る
助
言
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
53
）。
そ
し
て
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
54
で
、
設
定
し
た
指
標
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、
適
切
な
基
準
値
を
設
け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
指
標
と
基
準
値
は
、
社
会
権
規
約
の
政
府
報
告
審
査
に
お
い
て
、
締
約
国
と
委
員
会
の
討
議
の
際
に
活
用

さ
れ
、
次
回
政
府
報
告
ま
で
の
目
標
値
の
設
定
と
進
捗
状
況
の
監
視
に
用
い
ら
れ
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
54
）。

パ
ラ
グ
ラ
フ
55
か
ら
59
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
救
済
と
説
明
責
任
で
あ
る
。
パ
ラ
グ
ラ
フ
55
は
、
水
へ
の
権
利
を
否
定
さ
れ
た
個
人
あ
る
い
は
集
団
は
、
国
内
お

よ
び
国
際
レ
ベ
ル
の
双
方
で
、
効
果
的
な
司
法
あ
る
い
は
他
の
適
切
な
救
済
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
さ
れ
る
べ
き
と
し
、
水
へ
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
す
べ
て
の
被
害
者

は
、
損
害
賠
償
、
補
償
、
義
務
の
履
行
、
再
発
防
止
の
保
障
を
含
む
適
切
な
回
復
措
置
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
と
し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
55
）。

パ
ラ
グ
ラ
フ
56
で
は
、
締
約
国
あ
る
い
は
第
三
者
が
個
人
の
水
へ
の
権
利
を
妨
げ
る
行
動
を
と
る
場
合
に
は
、
規
約
に
沿
い
、
法
律
が
保
証
す
る
方
法
で
お
こ
な
わ
れ
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
そ
の
た
め
の
条
件
と
し
て
、
以
下
の
五
点
を
挙
げ
て
い
る
。

(a)
影
響
を
被
る
人
々
と
の
誠
実
な
協
議
の
機
会
の
確
保

(b)
提
案
さ
れ
て
い
る
施
策
に
関
す
る
情
報
の
適
切
な
時
期
の
完
全
な
公
開

(c)
提
案
さ
れ
て
い
る
行
動
の
適
切
な
告
知

(d)
影
響
を
受
け
る
人
々
へ
の
法
的
解
決
策
・
救
済
の
提
供

(e)
法
的
救
済
を
得
る
た
め
の
法
的
支
援
の
提
供

行
動
が
、
水
の
料
金
の
支
払
い
不
能
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
支
払
い
能
力
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
と
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
も
、
個
人

が
、
最
低
限
必
要
な
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
奪
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
56
）。

そ
し
て
、
水
へ
の
権
利
を
確
認
す
る
国
際
法
を
国
内
の
法
秩
序
に
組
み
込
む
こ
と
の
効
果
に
つ
い
て
述
べ
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
57
）、
司
法
関
係
者
が
水
へ
の
権
利
侵
害
に
、

よ
り
注
意
を
払
う
よ
う
取
り
組
む
こ
と
を
締
約
国
に
促
し
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
58
）、
締
約
国
は
、
脆
弱
で
周
辺
化
し
て
い
る
集
団
の
水
へ
の
権
利
を
支
援
す
る
人
権
活
動
家
や

市
民
の
活
動
を
尊
重
、
保
護
、
促
進
お
よ
び
推
進
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
59
）。

第
Ⅵ
章
　
国
家
以
外
の
ア
ク
タ
ー
の
義
務
（
パ
ラ
グ
ラ
フ
60
）

最
後
の
第
Ⅵ
章
は
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
60
で
、
締
約
国
以
外
の
ア
ク
タ
ー
の
義
務
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）、

ユ
ニ
セ
フ
、
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
等
の
国
連
機
関
や
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
の
よ
う
な
貿
易
関
連
の
国
際
機
関
が
、
国

内
レ
ベ
ル
で
の
水
へ
の
権
利
実
現
に
あ
た
り
、
締
約
国
と
効
果
的
に
協
力
す
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
水
へ
の
権
利
の
享
受
が
推
進
さ
れ
る
よ
う
、
国
際

金
融
機
関
、
な
か
で
も
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
や
世
界
銀
行
が
、
融
資
政
策
、
貸
し
付
け
協
定
、
構
造
調
整
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
他
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、

水
へ
の
権
利
に
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
災
害
時
や
緊
急
時
の
人
道
援
助
に
お
け
る
国
際
赤
十
字
や
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
さ
ら
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
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を
強
調
し
、
最
後
に
、
水
や
水
設
備
の
援
助
、
分
配
、
運
営
に
お
い
て
は
、
住
民
の
な
か
で
最
も
脆
弱
で
周
辺
化
さ
れ
た
人
々
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

四

「
水
に
対
す
る
権
利
」
の
今
後
〜
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
閣
僚
宣
言
を
手
が
か
り
に

世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
毎
回
、
閣
僚
宣
言
が
採
択
さ
れ
、
統
合
的
な
水
資
源
の
管
理
に
向
け
た
参
加
各
国
の
共
通
認
識
が
示
さ
れ
て
き
た
。
閣
僚
宣
言
の
な
か
で
、

水
と
い
う
資
源
の
性
質
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
か
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
に
よ
り
、
水
に
対
す
る
権
利
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
認
識
の
一
端
を
提
示
し
、
水
へ
の
権

利
の
現
状
と
今
後
を
考
え
る
手
が
か
り
に
し
た
い
。

一
九
九
七
年
の
第
一
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
採
択
さ
れ
た
「
マ
ラ
ケ
シ
ュ
宣
言
」
で
は
、
水
問
題
の
理
解
へ
の
喚
起
や
、
政
府
・
国
際
機
関
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
市
民
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
を
謳
う
と
と
も
に
、
清
潔
な
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
人
間
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
と
認
識
し
、
共
有
水
の
運
営
の
た
め
の
効
果
的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築

す
る
た
め
の
行
動
を
提
唱
し
て
い
る

（
16
）

。
続
く
第
二
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
二
一
世
紀
に
お
け
る
水
の
安
全
保
障
の
た
め
の
ハ
ー
グ
閣
僚
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
が
、

冒
頭
で
「
水
は
人
々
の
生
活
と
健
康
に
必
要
不
可
欠
」
と
し
、
さ
ら
に
パ
ラ
グ
ラ
フ
３
「
主
要
な
課
題
」
の
第
一
項
目
で
、「
安
全
で
充
分
な
水
と
衛
生
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
、

人
間
の
基
本
的
な
ニ
ー
ズ
で
あ
り
、
健
康
と
福
祉
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
参
加
型
の
水
管
理
を
通
じ
て
、
人
々
と
り
わ
け
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
を
実
現
す
る
こ
と
」
と
述
べ
、
こ
こ
で
も
水
は
必
需
品
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る

（
17
）

。
両
閣
僚
宣
言
を
通
じ
て
、
水
へ
の
権
利
に
言
及
し
た
文
言
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
、
第
二
回
ま
で
の
閣
僚
宣
言
に
お
け
る
、
水
の
権
利
性
に
は
触
れ
ず
、
水
を
人
間
の
基
本
的
ニ
ー
ズ
と
位
置
づ
け
る
立
場
は
、
第
三
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
転
回
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
三
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
琵
琶
湖
・
淀
川
流
域
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
と
い
う
副
題
を
持
つ
閣
僚
宣
言
が
採
択
さ
れ
た

が
、
そ
こ
で
は
、「
水
は
、
環
境
十
全
性
（en

viron
m

en
tal

in
tegrity

）
を
持
っ
た
持
続
可
能
な
開
発
、
貧
困
お
よ
び
飢
餓
の
撲
滅
の
原
動
力
で
あ
り
、
人
の
健
康
や

福
祉
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
基
本
的
ニ
ー
ズ
で
あ
る
と
の
文
言
も
な
く
、
人
間
に
と
っ
て
最
重
要
な
資
源
と
い
う
認
識
は

後
退
し
た
感
が
強
い

（
18
）

。
同
様
の
ス
タ
ン
ス
は
、
第
四
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
採
択
さ
れ
た
閣
僚
宣
言
に
も
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
水
の
確
保
が
基
本
的
ニ
ー

ズ
で
あ
る
か
、
権
利
で
あ
る
か
に
は
触
れ
ず
、「
貧
困
や
飢
餓
の
撲
滅
を
含
む
、
持
続
的
開
発
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
お
い
て
、
水
、
な
か
で
も
淡
水
が
決
定
的
に
重
要
で
あ

る
こ
と
を
再
確
認
し
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（
19
）

。
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こ
れ
ま
で
、
四
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
た
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
閣
僚
宣
言
に
お
い
て
、
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
権
利
と
位
置
づ
け
る
認
識
が
示
さ
れ
ず
、
ま
た
、

第
三
回
と
第
四
回
で
は
、
基
本
的
ニ
ー
ズ
と
し
て
の
認
識
も
曖
昧
に
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
状
況
は
、
水
を
す
べ
て
の
人
々
に
保
障
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

憂
慮
す
べ
き
状
況
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
四
回
の
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
、
閣
僚
宣
言
等
、
重
要
な
宣
言
の
な
か
で
、
社
会
権
規
約
、
そ
し
て
社
会
権
規
約
委
員

会
一
般
的
意
見
第
一
五
に
言
及
し
た
文
書
は
見
あ
た
ら
な
い
。「
権
利
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」
あ
る
い
は
「
権
利
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
」（R

igh
ts-

B
ased

A
pproach

）
と
呼
ば
れ
る
概
念
が
、
開
発
や
開
発
協
力
の
重
要
概
念
と
し
て
提
起
さ
れ
、「
権
利
の
実
現
」
を
開
発
の
目
標
と
考
え
る
立
場
が
、
こ
の
一
〇
年
ほ

ど
の
間
に
、
ユ
ニ
セ
フ
を
始
め
と
す
る
多
く
の
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
在
、
水
資
源
の
確
保
と
管
理
に
大
き
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
国

際
的
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
水
の
権
利
性
に
沈
黙
を
守
っ
て
い
る
状
況
は
、
奇
妙
な
現
象
に
映
る
。
こ
の
こ
と
が
、
水
の
確
保
に
困
難
を
極
め
る
生
活
を
強

い
ら
れ
て
い
る
一
〇
億
を
超
え
る
人
々
、
な
か
で
も
家
族
の
水
の
確
保
に
責
任
を
有
す
る
多
く
の
女
性
た
ち
の
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
実
現
に
弊
害
と
な
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
民
営
化
の
弊
害
が
様
々
な
場
所
か
ら
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
在
、
社
会
権
規
約
が
謳
う
、
す
べ
て
の
人
へ
の
相
当
な
生
活
水
準
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
に
も
、
安
全
な
水
の
確
保
と
い
う
課
題
に
対
し
、
社
会
権
規
約
委
員
会
一
般
的
意
見
第
一
五
に
示
さ
れ
て
い
る
、
権
利
に
基
づ
い
た
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
る
取
り
組
み
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

注（
１
）

そ
の
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
バ
ー
ロ
ウ
・
モ
ー
ド
、
ク
ラ
ー
ク
・
ト
ニ
ー
（
鈴
木
主
税
訳
）『「
水
」
戦
争
の
世
紀
』
二
〇
〇
三
年
、
集
英
社
新
書
、
国
際
調
査
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
協
会
（
佐

久
間
智
子
訳
）『
世
界
の
水
が
支
配
さ
れ
る
―
グ
ロ
ー
バ
ル
水
企
業
（
ウ
オ
ー
タ
ー
バ
ロ
ン
）
の
恐
る
べ
き
実
態
』
二
〇
〇
四
年
、
作
品
社
、
等
を
参
照
。

（
２
）

ユ
ニ
セ
フ
に
よ
る
「
水
と
衛
生
」
関
係
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、h

ttp://w
w

w
.u

n
icef.org/w

es/in
dex.h

tm
l

を
参
照
。

（
３
）

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
る
水
関
連
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、h

ttp://w
w

w
.w

h
o.in

t/topics/w
ater/en

/

を
参
照
。

（
４
）

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
の
全
文
は
、h

ttp://w
w

w
.u

n
.org/esa/su

stdev/docu
m

en
ts/agen

da21/en
glish

/agen
da21toc.h

tm

を
参
照
。

（
５
）

設
立
を
推
進
し
た
の
は
、
世
銀
、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
際
開
発
庁
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ａ
）
の
３
機
関
。
事
務
局
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
。

h
ttp://w

w
w

.gw
pforu

m
.org/servlet/P

S
P

（
６
）

事
務
局
は
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ル
セ
イ
ユ
。h

ttp://w
w

w
.w

orldw
atercou

n
cil.org/

（
７
）

事
務
局
は
、
パ
リ
の
ユ
ネ
ス
コ
本
部
。
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
二
一
人
で
、
委
員
長
は
イ
ス
マ
イ
ル
・
セ
ラ
ゲ
ル
デ
ィ
ン
世
界
銀
行
副
総
裁
（
当
時
）。
セ
ラ
ゲ
ル
デ
ィ
ン
は
、
世
界
水
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
委
員
長
も
務
め
て
い
る
。
世
銀
、
カ
ナ
ダ
政
府
、
オ
ラ
ン
ダ
政
府
等
の
支
援
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。

（
８
）

第
一
回
は
、
一
九
九
七
年
三
月
に
モ
ロ
ッ
コ
の
マ
ラ
ケ
シ
ュ
で
開
催
さ
れ
、
以
後
、
第
二
回
が
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
、
第
三
回
が
二
〇
〇
三
年
三
月
に
京
都
、
滋
賀
、
大
阪
、
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第
四
回
が
二
〇
〇
六
年
三
月
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
て
き
た
。
第
五
回
は
、
二
〇
〇
九
年
に
ト
ル
コ
の
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
予
定
。

（
９
）

た
と
え
ば
、
世
界
水
会
議
に
は
、
現
在
、
二
九
〇
の
組
織
が
参
加
し
て
い
る
が
、
セ
バ
ー
ン
・
ト
レ
ン
ト
（
英
国
）、
ス
エ
ズ
（
フ
ラ
ン
ス
）、
バ
イ
ウ
オ
ー
タ
ー
（
英
国
）、
エ
ビ
ア
ン
・
ボ
ル
ヴ

ィ
ッ
ク
（
フ
ラ
ン
ス
）、
リ
ヨ
ネ
ー
ス
デ
ゾ
（
フ
ラ
ン
ス
）
等
の
、
水
関
連
の
代
表
的
な
企
業
が
参
加
し
て
い
る
。
日
本
か
ら
は
、
ク
ボ
タ
、
日
立
プ
ラ
ン
ト
建
設
、
荏
原
製
作
所
、
八
千
代
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
等
が
参
加
し
て
い
る
。h

ttp://w
w

w
.u

n
eterre.n

et/w
w

c/visu
_m

em
bre_w

.ph
p

（
二
〇
〇
七
年
三
月
二
五
日
検
索
）

（
10
）

h
ttp://w

w
w

.w
orldw

atercou
n

cil.org/

（
二
〇
〇
七
年
三
月
二
五
日
検
索
）

（
11
）

田
畑
茂
二
郎
『
国
際
化
時
代
の
人
権
問
題
』1988

年
、
岩
波
書
店
、p.58

。

（
12
）

前
掲
書
、p.76-77
。

（
13
）

S
tein

er,H
.an

d
A

lston
,P

.,“In
tern

ation
alH

u
m

an
R

igh
ts

in
C

on
text”,2000,O

xford
U

n
iversity

P
ress:O

xford,p.248.

（
14
）

自
由
権
規
約
で
は
、
規
約
第
二
八
条
に
よ
り
、
個
人
の
資
格
で
参
加
す
る
一
八
名
の
委
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
規
約
人
権
委
員
会
（H

u
m

an
R

igh
ts

C
om

m
ittee

）
が
条
約
実
施
の
監
視
に
あ

た
り
、
締
約
国
か
ら
提
出
さ
れ
る
政
府
報
告
を
審
査
し
、
選
択
議
定
書
に
基
づ
く
個
人
通
報
の
審
理
を
お
こ
な
う
。

（
15
）

各
一
般
的
意
見
に
つ
い
て
は
、
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
（O

H
C

H
R

）
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（h

ttp://w
w

w
.oh

ch
r.org/en

glish
/bodies/cescr/com

m
en

ts.h
tm

）
参
照
。

（
16
）

h
ttp://w

w
w

.w
orldw

atercou
n

cil.org/fileadm
in

/w
w

c/L
ibrary/O

fficial_D
eclaration

s/M
arrakech

_D
eclaration

.pdf

（
17
）

h
ttp://w

w
w

.w
orldw

atercou
n

cil.org/fileadm
in

/w
w

c/L
ibrary/O

fficial_D
eclaration

s/T
h

e_H
agu

e_D
eclaration

.pdf

（
18
）

h
ttp://w

w
w

.m
lit.go.jp/toch

im
izu

sh
igen

/m
izsei/w

w
f3/m

d_jpkari.pdf

（
19
）

h
ttp://w

w
w

.w
orldw

atercou
n

cil.org/fileadm
in

/w
w

c/W
orld_W

ater_F
oru

m
/W

W
F
4/declaration

s/M
in

isterial_D
eclaration

_en
glish

.pdf
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